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と近似でき，その誤差は，
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と評価できる．すなわち，
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となる．ここで，x をそれぞれ 2x，�2x に置き換えることにより，
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5 まず，f .x; y/の x, y に関する偏微分を計算し，それらがすべて 0になるような x, y の組をすべて求める．8̂<̂
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2番目の式から y D �x が得られるので，それを 2番目の式に代入すると，
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よって，偏微分がともに 0になるような .x; y/は，.x; y/ D .1; �1/; .�1; �1/の 2つ．
次に，D.x; y/を計算すると

D.x; y/ D 6x � 6 � .�6/ � .�6/ � .�6/ D �36x

.x; y/ D .1; �1/のとき，D.1; �1/ D �36なので，.1; �1/は f .x; y/の鞍点．
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6 a) 上面に蓋がないので，材料の面積は S D a2 C 4ah.

b) 容積 V は V D a2h なので，材料の面積 S が一定値であるとして，ラグランジュ関数を L.a; h; �/ D
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